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書写と書道 の
一 貫性の あり方に関する研究

一

児童 ､ 生徒の 毛筆へ の 意識と表現力を中心として -

平成16 年度東京学芸大学附属学校研究会プ ロ ジ ェ クト研究Ⅲ

東京学芸大学附属高等学校 荒井 一 浩

東京学芸大学 加藤泰弘

東京学芸大学附属世田谷小学校 中村和弘

東京学芸大学附属竹早中学校 松本貴子

1 は じめに

1 . 1 現代と い う時代

高度情報通信ネッ トワ ー ク社会が急速に形成され つ つ あ る現代に生きるわれわれは ､ 不易と流行をし っ かりと

見つ め､ 整理し, 捉えようとする努力をしなけれ ばならな い ｡ 文部科学省は ｢200 5 年度まで に , すべ て の 小中高

等学校等が各学級の授業にお い て コ ン ピ ュ
ー タ を活用で きる環境を整備する｣ ことを 目標に教育用 コ ン ピ ュ

ー

タ

の整備や教員の 研修など ハ ー ド
､
ソ フ トの両面から充実を図ろうとして いる ｡ また ､ 家庭 へ の パ

ー

ソ ナ ル コ ン ピ

ュ
ー タ の普及率も急速な伸びを見せ ､ イ ン タ

ー ネ ッ ト白書2004 によればイ ン タ ー ネ ッ トの 世帯普及率は52 . 1 % と

過半数を超えた ｡ 街で はケ
一

夕イ を片手に メ ー

ル を打 つ 姿が当たり前 に見られるよう にな っ て い る ｡ こう した中

で ｢女字を手で書くこ と｣ そ して ｢ 毛筆の存在｣ は どう変容し, これから どの よう考方向に向か っ て い くと考え

れ ばよ い の だろうか｡

1 . 2 本質論と有効性

学校数育にと っ て ｢ なぜ ､
こ の教科 ･ 科目 を学ぶ必要がある のか｣ ｢ こ の学習を進める意味はどこ にあるの か｣

と い っ た本質論は避けて通れな い ｡ そして ､ そ の教育に携わる者にと っ て ､
｢ こ の学習活動を通して 児童や生徒が

こう変わ っ て い くの だ｣ ｢ そ こで 身に つ けた能力が こう い っ た面で 生きてくるの だ｣ と いう有効性を説明する こと

も大きな使命で あると言 っ て よ い ｡ 書写書道に翻 っ て考えれば ､ ｢ こ の 高度情報化社会にお い て ,
あえて手書き文

字を時間をかけて 身に つ けさせ ようとするの か｣ ｢ その習得の過程で毛筆を用 い る ことの意味は どこ にあるの か｣

｢ 書写力を身に つ けると どの ような有効性があるの か｣ な どと言うこ とに なるで あろう｡ 古く文字を書くの は毛

筆と決ま っ て い た ｡ 日本語ワ
ー プ ロ の 一 号機は昭和54 年に発売されるが ､

一 般的には昭和の時代ま で は手書きで

あ っ た｡ しか し､ こ の 十数年で文字を書き､ 記録し､ 伝達する姿は大きく変わ っ てきて い る｡

1 . 3 研究の契機

先人の努力により､ 書写書道は教育課程の中に し っ かりと位置づ けられてきた ｡ 多少の動静はあろうとも､ そ

の重要性は理解されてきたとみて よ い だろう｡ しか し､ 大きな社会的変革を目の 当たり古手し､ これからも同様と

は考えられな い ｡ これからの 書写書道の あり方を模索して いくため にも､ 毛筆を中心 に児童､
生徒の意識を探り､

基礎的な表現力を見て い くこと は有効か つ 不可欠なこ とだ と考えた ｡

2 毛筆の効用に つ い て 一 四 つ の観点か ら

2 . 1 毛筆の存在とその効用

毛筆の 存在意義を次の 四点に集約して捉えて みた ｡

( 1 ) 文字習得の教具として

小学校3 年生から位置プけられて い る毛筆を用い七学習は､ 中学校国語科書写そ して高等学校の 芸術科書道
へ と

続い て い く｡ 特に小学校段階で は､ 文字習得の 教具と して ､ ｢ 大きく書くことに より細部を確かめ ながら書く｣ ｢ 毛
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筆の 弾力を生か して リズミ カ ル に書く｣ ｢
一

点
一

画て い ね い に書く｣ などに より, 硬筆との 関連､
日常に生きて働

-

く書写力の 育成に寄与して い るもの と考える ｡

( 2 ) 日常封割こ潤 い をもたらすもの として

われわれは ､ 日常生活のあらゆる場面で 毛筆により表現された文字を見て い る ｡ 新聞の 題字､ 和食の看板 ､
メ

ニ ュ
ー

､
の し､ 賞状 ･ - -

｡ 多くの印字さ.れた宛名の 中に ､ 丁寧に善かれた毛筆の文字を見つ けたときの喜び ､ ま

して や毛筆で善かれた手紙をい ただい たときの 感情｡ 毛筆で善かれた文字に は暖かみ を感じる など活字はもとよ

り硬筆の 手書き文字をも越えたもの を与える力があ る ｡

( 3 ) 文化的､ 歴史的な存在と して

概ね近代を迎えるまで ､ 文字は毛筆により書かれて い た ｡ 漢字 ､ 平仮名､ 片仮名とも毛筆で書く ことに より成

立 して おり ､ そ の 規範は毛筆体にあ る ｡ また ､ 現代でも っ とも多く目 にする括字で ある明朝体に さえも起筆, 収

垂､ はね ､ 払 い な ど毛筆の 書きぶ りを残 して い る ｡

( 4 ) 自己表現の手段と して

人 は皆 ､ 自分の思 い 通りに表現をした い と いう欲求を持 っ て い る ｡ 毛筆は､ 周辺の 用具 ･ 用材を工夫したり､

運筆や用筆を工夫する ことで シ ン プ ル な色彩の 中にも感興に根ざした多種多様 な表現をする ことが で きる ｡

上記の考え方をもと に して , 各項目の重要度に つ い て児童､ 生徒が どの程度の意識を示すかを探る ため ､
ア ン

ケ
ー

ト項目 を作成した ｡ ( 後掲) この ア ン ケ
ー トと毛筆を用い た基礎的な実証調査を資料に分析

･ 考察を試みた ｡

2 . 2 毛筆を用い て学習する ことの重要性

｢ 毛筆は硬筆の基礎｣ ｢ 硬毛
一

体化指導｣ と唱われて から久しい ｡ 書写と いう用語が習字に取 っ て代わ っ てから

四十数年が過ぎた ｡ しか し､ そ の い ずれもが定着を見たと考える人は皆無 なの で はある まい か ｡ 書写書道教育関

係者とそれ以外 の 人々 と の考え方の相違も大きくな っ て きて い ると指摘される ｡ 物事を習得して い く過程 にお い

て は
､
五感を働かせ ､

より体験的に進める こ とが琴果的で あ る ことは多くの 人の共感を得られる こ とで あろう ｡

これからも ｢ なぜ学ぶ の か｣ と いう根元的な問い を常に抱きつ つ ､ 毛筆を用い て学習する重要性を考え､ 解き明
■

･

か して いくこ とが必要だと考え る ｡

3 本研究にお ける役割分担

本研究は ､ 東京学芸大学附属学校プロ ジ ェ クト研究の 指定を受け､ 大学と附属学校の 共同研究として研究を推

進した ｡ 研究の 方向性 ､ 理論構築と分析 ･ 考察は荒井と加藤が､ 調査の実施 ､ 資料の収集は荒井､ 中村 ､ 松本が ､

そ して全体の調整を荒井が行 っ た｡

4 調査の概要

4 . 1 調査の 目的

本調査の 目的は ､
･ 児童 ･ 生徒が日頃､ 毛筆と いう用具に どの ような考え方を持 っ て い るの か , 毛筆を用 い て 文

字を書く能力が硬筆を用 い て文字を書く能力と比較して どう位置 づけられる の かを少しでも明らか に して い こう

とい う点にある ｡ そ して その先 には､ 双方の 相関関係も念頭に置きながら ､ 学習指導の方法に改善を加えられ る

とすれば何が考えられる の か､ カリキ ュ ラ ム の重点化を図 っ て い くとすれば ､
どの ような方向性が見えて くるの

か､ と い っ た要素に つ い て 明らか にして い きた い という想 い が こめられて い る ｡

4 . 2 調査の時期と対象

調査時期 平成1 6 年9月

調査対象 小学校 (5 年生) 40 名 中学校 (1 年生) 79 名 高等学校 (1 年生
･ 書道選択者) 68 名

計187 名
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･

4 . 3 調査項目と方法

調査は ､
ほ ぼ同時に < 調査1 > ｢ 毛筆に関する意識調査 ( ア ン ケ

ー

ト調査)｣ と< 調査2 > ｢ 毛筆の表現力に関す

る実証調査｣ を行 っ た｡ 二 つ の 調査から導き出される結果を同じ被験者から収集する ことに よ っ て■､ そ の相関関

係まで 考察の対象として意識した ｡

< 毛筆に関す る意識調査 >

( ア ン ケ ー

ト調査)

【総合】

【文字習得 の 教具 と し て】

【日常 生活 に潤い をも た らすもの】

【文化的､ 歴 史的な存在 と して】

【自己表現 の手段 と し て】
の 観点 で ､

生 徒 ( 児童) を対象 に調査を行 っ た｡

｢思 う - 思 わ な い｣ の 四段 階で 回答を

求め た ｡

⊂= = =ニコ
相関

< 毛筆の表現力 に関す る実証調査 >

小学校1 ､ 2 年生 で学習す る湊字等を題材 に毛筆と硬筆 ( 鉛

筆) で 書 かせ ､ 検証 した｡

1 お (∋折 れ の 形状②第二筆の 回転運動(勤第二筆と第三

筆の 関連

2 大 ①起筆の 角度 . 形 状(参第
一

画 の 方 向③払 い の 形状

3 口 (∋転折 の 形状(参ニ カ所の 接筆
4 池 ①第三画 の方向(参偏 と穿 の 関連③最終画の は ね の

方向

4 . 4 < 調査1 > ｢ 毛筆に関す る意識調査｣ の調査項目

前述の 四 つ の 観点を踏まえて 以下の1 3 項目 の設問を用意した ｡ 各々 の設問に つ い て ｢ 思う｣ - ｢ 思わな い｣ の

四段階から 一 つ を選択し､ ｢ 思う｣ を4 ポイ ン ト , ｢ 思わ ない｣ を1 ポイ ン トとして 各設問 ごと､ 各校種 ごとに平均

値を出し ､
グラ フ 化する ことを試み た｡ .特に ､ 小学生 にと っ て は難解に感じる設問があるが､ 教員から予断を与

えな い よう配慮しなが ら補足説明を行 い ､ 設問の意図が的確 に伝わる ように した ｡

[設問1] 毛筆を使用して 文字を書く ことは好きですか ｡

[設問2] 毛筆を使用して 文字を書くこ とは得意ですか ｡

[設問3] 毛筆は これから先も使われて い くと思い ますか ｡

[ 設問4] 学校で の 毛筆を使用 した活動は楽しい で すか ｡

[設問5] 毛筆を使用すると点画の形や文字の 字形が理解 しやすい で すか ｡

[ 設尚6] 毛筆で 文字を書く ことは難しい と感じて い ますか ｡

[ 設問7] 毛筆で 文字を書く ことが上達すれば､ 硬筆の文字も上達する と思 い ますか｡

[ 設問8] 毛筆で善かれた手紙をもらうと嬉しく感じますか｡

[ 設問9] 最近､ 授業や塾以外で毛筆を用い て 文字を書 い たこ とがありますか ｡

[設問1 0] 日常の様々 な場面 ( 例えば和食店の 看板や賞状等) で 毛筆で書かれた文字が用い られて いますが ､ そ

れは活字より良い と思 いますか ｡

[設問1 1] 毛筆で善かれた文字は､ 日本の伝統文化の
一

つ で あると思 い ますか｡

[設問1 2] 毛筆は硬筆よりその 人の 感情や人間性が現れる と思い ますか ｡

[設問1 3] 自分の感情を､ 毛筆を使 っ て 文字に より表現する ことは楽 しい と思い ますか ｡

4 . 5 < 調査2 > ｢ 毛筆の 表現力に 関する実証調査｣ の調査項目

資料1 に提示した調査用紙を用い て ､ ｢ お｣ ｢ 大｣ ｢ 口｣ ｢ 池｣ の 四字に つ い て毛筆と硬筆で書字させ た｡ ｢ お｣ を

選 ん だの は
､
毛筆で は結びや回転運動に お い て筆がね じれやすくなる わけだが ､ その 部分の硬筆との相違は どれ

くら い で ある のか ､ また ､ 第二 撃と第三筆の点との関連性の 意識 ､
つ まり筆脈の 意識が見られる か どうかを調査

した い と いう意図で ある ｡ ｢大｣ ｢ 口｣ ｢ 池｣ に つ い て は､ 児童 ･ 生徒が難 しい と感じない よう に小学校
一

年生およ

び二 年生で 学習する 漢字の 中か ら ､ 横画 , 縦画 ､ 折 れ ､ 左払 い ､ 右払 い ､ 点､ 曲がりな どの 多様な基本点画
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毛 筆 と硬 筆 ( 鉛筆) で 書 い て み よ う

小 ･ 中 ･ 高 年

Ⅰ まず､ 指定 された半紙 に ､ 次 の(1) - (4) を書 い て み まし ょう｡

(1) お

(2) 大

(3) 口

(4) 池

Ⅱ 次 に, 同 じ文字 を枠の 中に鉛筆で書 い て み ま しょ う｡
た だ し､ 書き直 しは で き

ません ｡

(1) お

(3) 口

(2) 大

(4) 池

【資料1】
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の 要素や ､ 偏と穿の 組み立て と いう比較的簡単な文字の組み 立て が調査できる文字と考えて 選定した ｡

まず ､ 毛筆で は半紙の 縦を切断し､ 正 方形に整形した用紙を用意 し､ 用紙の形状に影響され る文字の歪みを極

力排除しようと配慮した. 次に ､ 同 じ文字を硬筆 (鉛筆) で
一

辺が3 . 5 セ ン チの正方形の ス ペ ー

ス に音字させ たo

毛筆との条件を勘案し､ 枠が書字に与える 影響を考えて少し大きめ の ス ペ
ー

ス を確保し､ 書き直しは しな いよう

に指示をした｡

また ､ 収集した資料の 処理 は以下 に列挙する三段階評価の 観点を各文字に つ い て こ ない し三点設定し､ 意識調

査と同様に◎を3 ポイ ン ト､ ○を2 ポイ ン ト､ △ を1 ポイ ン トとして 数値に置き換え ､ グラ フ化した ｡

[実証調査 三段階評価の 観点]

(主 に毛筆の観点で記述 して い る)

【お】

①結びの形状

◎ 結びを意識し ､ 筆の 方向を変えて 書い て い る ｡

○ 結びを意識 して い るが不十分である ｡

△ 結びの 意識 が見られない ｡

(参第二筆の 回転運動

◎ ス ム
ー ズ に大きく回転して い る ｡

○ 筆が大きくね じれて しまう等不十分で ある ｡

△ 角張 っ て しまう等 して い る｡

③第二 筆と第三筆の 関連

◎ 関連性が明白で ある ｡

○ 関連性が不十分で ある ｡

△ 関連性が見られ ない ｡

【大】

①起筆? 角度
■
･ 形状

◎ 約45 度に筆をおろ し､ 三角形の形状が できて い る ｡

○ 起筆の 意識は あるが ､ 不十分である ｡

△ 起筆が意識されて い な い ｡

(参第 一 画め方向

◎ やや右上がりに筆圧 を保 っ て送筆して い る ｡ 筆先が上 方に近い 部分を通 っ て い る ｡

○ 右上がり の 意識は あるが筆圧が不安定で あ る ､ または筆先が画の 中心付近を通 っ て い る ｡

△ 右上がり にな っ て い な い ｡

(彰払い の 形状

◎ 筆先をまとめ ながら ､ 払 っ て い る ｡ 右払い で は 一 度止 め ､ 方向を変えて い る ｡

○ 右払い で 一 度止 め たり､ 方向を変える ことが不十分で ある ｡

△ 止め にな っ て い る な ど､ 払 い が意識されて い ない ｡

【口】

①転折 の 形状

◎ 横画の 右端で少 し筆圧 を加え､ し っ かりと下方 へ 引けて い る ｡

○ 転折は意識されて い るが ､ 不十分で ある ｡

△ 転折部が丸くなる な ど､ 転折が意識されて い な い ｡
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(参ニ カ所の接筆

◎ ニ カ所とも接筆を意識して善かれて い る ｡

○ い ずれか
-

カ所の接筆が意識されて い ない か不十分で あ る｡

△ 接筆が意識されて い な い ｡

【池】

(丑第三画の 方向 ･ 形状

◎ 穿の 第
一

画の起筆に 向か い ､ 筆先をまとめて はねて いる ｡

○ 方向 ･ 形状ともに不十分である ｡

△ 方向 ･ 形状ともに意識されて い ない ｡

②偏と穿の 関連

◎ 偏と勇 の 幅や譲り合い ､ 勇 の 下部の 余白な どが意識 して書けて い る ｡

○ 偏と穿の関連は意識さ れて い るが ､ 不十分で ある ｡

△ 偏と寿が同じ幅に なる な ど､ 偏と穿の 関連が図られて い ない ｡

③最終面の はねの方向

◎ 曲がりからの運筆を
一

度止め , 方向を変えて真上 に筆先をまとめて はねて い る ｡

○ 一 度止 めて い るが ､ 極端に内側 には ねる な どして い る ｡

△ は ね の形状に な っ て い な い ｡

5 調査の 結果 一 分析と考察

5 . 1 < 調査1 > ｢ 毛筆に 関する意識調査｣ か ら

まず, 調査結果を校種別
■
に示す｡

【グラ フ 1 】

1 3 7 1 .



【グラ フ 2 】

【グラ フ 3】
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【グラ フ 1 】小学校 ( 5 年生) では ､ 総じて どの 項目もポイ ン トが高 い ｡ ｢ 毛筆を使用 して文字を書くことは得

意ですか｣ と いう聞い に村して は低い 数値と な っ て い るが ､
これは ｢ 最近､ 授業や塾以外で 毛筆を用 い て文字を

書い たことがありますか｣ と い う問い に対する回答が低 い 数値とな っ て い る こ とに関連して い る と考えられる ｡

つ まり ､ 毛筆を使用 する ことが少なくな っ て い る現代社会で は､ ｢ 得意｣ と いえる ほ ど毛筆に習熟する こ とが 困難

に な っ て おり､ それが ｢ 毛筆で 文字を書くこ.とは難 しい と感じて い ますか｣ と いう問 い に対する 回答の 高 い数値

草して 反映して い る ｡ 反面 ､ ｢ 学校で の毛筆を使用した活動は楽しい で すか｣ の問い に対する回答がも っ とも高い

数値と して現れた ことは､ 指導者にと っ て朗報で あろう｡

【グラ フ 2 】( 中学校 1 年生) で は ､ 全体的に数値の落ち込みが見られ ､ 【グラ フ 3 】(高等学校 1 年生) で は 回

復傾向が見られ る ｡

次に ､ 校種を重ねて 示す｡ 校種間の差異が明確に示せ るよう ､ あえて折れ線 グラ フ を採用 した ｡

【グラ フ 4】

【グラ フ 4】 から全校種に共通して読み とれ る特徴 は､ 毛筆と いう用具を扱うこ とは難しい と感じて おり ､ そ

の 結果､ 毛筆を用い て文字を書く ことに苦手意識こそあれ ､ 自信を持 っ て い る者はほ ん の少数に過ぎな い と いう

ことで ある ｡ また ､ 毛筆から感じられるイ メ
ー ジ の も っ とも顕著なもの は日本の ｢ 伝統文化｣ を支える

一

つ の 要

素で ある という ことで あり, 今後の毛筆の 使用に つ い て も肯定的に捉えて い る ｡ そして ､ 身の 回りに筆文字が存

在する ことや自らが毛筆の手紙を目にする こと に快さを持 っ て い るもの の ､ そ の反面､ 自分自身が学校や塾以外

で筆を持つ ことはあまりして い ない ｡

次に校種 ごと にその相違を観察してみ る と, 小学校と高等学校が比較的似た数値を示して い るの に対 し､ 中学

校で大きく数値が異なる部分が散見され る ｡ ｢ 毛筆で 文字を書く ことが好きか｣ ｢ 学校で の 毛筆を用い た活動は楽

しい か｣ ｢ 感情を毛筆を使 っ て 表現する の は楽しい と思うあ､｣ と いう三 つ の 問い で ､
そ の いずれもが大きく ｢ 思わ

ない｣ の 方に傾 い て い る ｡ 特に ｢ 楽しい か｣ と いう問い に対する回答は小学校､ 高等学校と1 ポイ ン ト以上も開き

が あり､ 意外とも言うべ き値であ っ た ｡ これ に つ い て は ､ なお ､ 慎重に検討を加える必要性を感 じる が ､ 行書を

はじめ ､ そ の学習要素が多岐に わたり高度化して い る ことがその要因 の
一

つ と考えられ る ｡ もちろ ん ､ 高等学校
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で はより高度化して い るとも考えられるが ､

一

方､ 自らの 感興 に応じて表現方法を選択 したり､ 用具
･ 用材を工

夫できるな どの 余地が大きく､ その 点で ｢ 楽しい｣ と感じる割合も大きくな っ て い るもの
■
と考えても良い であろ

う ｡ また ､ 高等学校の 被験者が書道選択者に 限られて い る ことも考慮の対象と して 捉えるべ きかもしれな い ｡ し

かし ､ 書道選択者が他の 芸術科目選択者に比 べ て毛筆に対して い かほ どか肯定的な意識を持 っ て い たと して も､

それほ ど大きな差異はない の で はなかろうか ｡

そ して ､ 毛筆の将来と いう側面に目 を転じて み ると ､ ｢ これから先も使われ ると思うか｣ の 問い に ある程度の値

が示された こと ､ ｢ 点画や字形が理解しや すい か｣ の 問い にも同様で あ っ たことから ､. 文字を獲得して い く上で の

学習用具と して認識されて い る と考えられる ｡ さらに , 少なくとも意識の上 で は毛筆の 上達が硬筆の上達に役立

つ と感じて い る児童､
生徒も多い ことが見て取れた｡

5 . 2 < 調査2 > ｢毛筆の表現力に関する実証調査｣ か ら

5 . 2 . 1 校種間の相違

【グラ フ 5】 の とおり硬筆で は､ ほ とん どの観点に つ い て校種間にお い て大きな差異は見られなか っ たことか

ら
､ 小学校で学習されそ して定着したもの は維持され ､ 定着しなか っ たもの は高等学校に至 っ てもそれほ ど改善

さ れない 状況が伺える ｡ また ､ 設定した観点にもよ るが ､ 習得しやすい 項目とそうで な い項目とがは っ きりと分

かれる結果とな っ た ｡

【グラ フ 5】

【グラ フ 6】 による と全体的に は小学校から中学校 ,
そして高等学校 に至るに つ れて毛筆の 定着度が高くな っ

て い る状況が伺える ｡ 特に ｢ 大｣ の 横画の 起筆の 角度や形状､ 右上 がりの 角度､ 左右の 払い また ､ ｢ 口｣ の転折の

形状な どが中学校 ･ 高等学校で は大きく改善されて い る ｡ 小学校 3 年から使用され始める毛筆が小学校段階で は

余り定着を見ない が ､ 中学校を経て高等学校､
つ まりは ｢ 書写｣ か ら芸術科の ｢ 書道｣ に至 っ て ､ 毛筆の 表現力

が徐々 に高ま っ て きたと考えられる ｡ こ の こ とは ､ 毛筆 の継続的な使用が ､ あ る
一 定の成果を挙げて い る と考え

るこ ともできよう ｡
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【グラ フ 6 】

5 . 2 . 2 毛筆と硬筆の 関連

【グラ フ 7 】 による と小学校 ( 5 年) で は硬筆の 定着度が毛筆より全体的に高く､ 小学校 3 年か ら使用 して い

る毛筆を十分に使えな い状況が伺える｡ 特に ｢ お｣ の 回転運動 ､
つ まり筆の ね じれや ｢ 口｣ の 転折､ 筆圧 を加え

て方向を変える動作 に苦労 して い る姿が見て取れる ｡ また ､ 毛筆で定着度が低 いもの は硬筆でも低く､ 硬毛の 定

着度はほ ぼ連関して い る ｡

【グラ フ 8 】 の中学校 ( 1 年) で は硬毛 の定着度の差が ほと ん どなくなり､ 徐 々 に毛筆が扱える ように な っ て

い る ｡ ｢ 大｣ の 払い の形状は定着度が逆転して い て 興味深 い ｡ 毛筆で は､ 筆圧や 方向の 変化が明確に意識されて い

るの に ､ 硬筆になる とその 意識はほとん ど消えて い る ｡ これ は､ 書写能力として 定着 して い るか否かで はなくて ､

硬筆で は右払 い と左払い を書き分ける必要性を感じて い な い とい うこ とで あろう ｡

【グラ フ 9】 の高等学校 ( 1 年) で は中学校よりさらに硬毛の定着度の 差が なくな っ て い る ｡ こ の調査自体が

書道の 時間を活用して行われて い る こ とを差し引い ても､ 全体的に見れば毛筆で培われた能力が硬筆でも生 かさ

れ て い ると考える ことが できる であろう｡ ただ し､ ｢ お｣ の 第二筆と第三筆との 関連に つ い て は ､ 毛筆､ 硬筆とも

ほとん ど定着を見て い ない ｡ こ の こ とは､ 中学校から学習 して い る行書の学習成果が平仮名には フ ィ
ー

ド バ ッ ク

さ れて い な い こと ､
ま た

､ 多く指摘され る よう に横書きの多用に より字形やそれ を成り立た せ る運筆に歪みを生

じて い る結果で あると考えられる ｡ ｢ 大｣ の 払い に つ い て は中学校と同様で ある ｡

【グラ フ 7】､ 【グラ フ 8 】､ 【グラ フ 9 】 を比較すると ､ 小学校に お い て はほ とんどの観点に つ い て硬筆の 定着

度が高い が ､ 中学校から高等学校に い た っ て硬 ･ 毛ともにそれぞれ定着度は高くな っ て い くが ､ 硬毛の 差は徐々

に なくな っ て きて い る ｡
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【グラ フ 7 】

【グラ フ 8】

1 4 2 -



【グラ フ 9】

【グ ラ フ 1 0 】
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【グラ フ 1 0】 で は ､
全校種を総合して グラ フ 化して ある｡ それ によ る と､ 前述 したとおり ｢ お｣ の 第二筆と

第三筆の 関連の 凹み がも っ とも大きい ｡ これ は筆脈の 関連と いう比較的高度ともとれる 学習項目を小
･ 中 ･ 高 で

どの よう に意識させて い くのか を再考しなけれ ばならな い ことを示して い る｡ 換言すれば､ 書き終わ っ た字姿を

問題 にするよりも､ 書き進める過程を重視した学習指導が求められ
■
ている と言えるで あろう ｡ 次に定着度が低 い

と思 われ るの は ｢ 口｣ の 二箇所の接筆で ある ｡ 比較的理解 しやすい
..
｢ 口｣ の凝筆の 定着度 の低さは､ 普段最も目

にする明朝体活字 ｢ 口｣ との相違の影響な どが考えられよう ｡ 環境が児童､
生徒に与える影響はとて も大き い ｡

活字をはじめ ､ 彼ら を巡る文字環境が どの よう 別犬態に
.
あり どう変化して い るの か ､

また ､ 書字との 関係は どう

捉えたらよ い の かを見据えて い くことも必要であろう ｡ そ して ､ 全体を通して ､ 硬毛の 定着度はほ ぼ連関して い

るが
､
｢ 大｣ の払 い の形状のみ が中学枚､ 高等学校で は毛筆の ほうが相対的に高くな っ て い る ｡ これは左右の払 い

が よ り毛筆で特徴的に表現で きる点画である にも関わらず､ 硬筆で はそれが生かされて い ない 事例であり､ ｢ 毛筆

は硬筆の基礎｣
■
という枠組みからはみ出して い る もの と捉えられる 0

5 . 3 ニ つ の調査か ら考えられ る こと

毛筆を扱う こと.
は難しい ｡ そう多くの児童 ､

生徒は考えて い る ｡ 調査 した字例が少ない ため ､ 確定的なことは

言えな い が ､ 表現さ れたもの を観察すれば ､ 難し い と感じさせ る筆使 い はさほ ど多くない の で はなかろうか ｡ 獲

得しづ ら い用筆は どのよう なもの なの かを把握し､ それ に つ い て効果的な指導法が提示で きれば ､ 難しい と感 じ

る比率は徐々 に下が っ てくるの で は な い だろうか｡ 大部分で ｢ 毛筆は硬筆の基礎｣ と言 っ て も よ い と思われ る関

係が把嘩された｡
一 部認め られ ない事例もあ っ たが ､ 指導の 改善をも っ て 克服可能であると考えられる｡ 児童 ､

生徒の 中には学習用具として ､ 文字の獲得 , 文字の上達に寄与するもの と して毛筆を意識して い る者は多い ｡ そ

して
, 幸 い なこ とに ､ 毛筆を用 い た学習を楽しい と感じたり､ 好感を持 っ て い る者も比較的多い のである｡ また ､

文化的､ 歴 史的な存在として し っ かりと評価をして い る し､ 今後も価値あるもの として 尊重して いく基盤はで き

て い る と考えて よかろう｡ 書き進め る過程を効果的に､
よりリ ア ル に体験を通して学ぶ ことの中 に ,

毛筆を有効

活用 して い くことが求められて い ると考えた い ｡

6 ぁ わりに 一 今後の 方向性

研究の端緒は ､ 小､ 中､ 高の書写書道を預か る教員が自らが勤務す る校種を越えて児童､
生徒の実態を把握し､

今後の指導改善に生 かして い きた い と いう ことだ っ た｡ 今回の調査 ･ 研究を通じて その
一 端は見えてきた の で は

な い かと考えて い る ｡ 例えば､ 毛筆の ねじれが毛筆を扱う ことが困難で あ ると感じさせ て い る ということ ､ 筆脈

の意識は毛筆での学習成果が期待される学習項目と考えられ るが ､ 十分な成果が上が っ て い な い と い うこと ､ 活

字の字形の影響が少なからず､ 毛筆を含めた手書き文字に影響して い る ことな どである ｡ 今後まず取り組むべ き

は
､
それぞれの教員が この 結果を踏まえて 日常の授業改善を い かに 図る かと いうこ とで あろう ｡ 次に ､ 校種を越

えて協力すべ きこ とは何かを明らかに し ､ 行動に移して い くことと考える ｡ 特に ､ 書き進める過程を どう意識さ

せ て取り組ませ るか は ､ 全校種 にまたが っ て い る大きな課題と して 明記 して おく必要がある と思う｡

さらに
､ 附属学校として さら に取り組める ことを模索して いきた い ｡ 附属である以上 , 多くの児童､ 生徒が小 ･

中 ･ 高と進学してくる ｡ 教員の 日常的な相互交流をも っ と活発化させ る必要があるだ ろう ｡ そ こに ､
い か に大学

数貞が有効性を持 っ て 参画で き るかも重要な側面として 認識される で あろう｡
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- 小学校 ( 5 年生) の例
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一 中学校 ( 1 年生) の例
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一 高等学校 ( 1 年生) の 例

てコ
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